
平成20年度 病害虫発生予察注意報 第２号

平 成 ２ ０ 年 ５ 月 ３ ０ 日
発表：福島県病害虫防除所

１ 対象作物：モモ
２ 病 害 虫：モモせん孔細菌病
３ 対象地域：中通り北部
４ 発 生 量：多い

予報の根拠
（１）前年秋期の中通り北部における新梢葉での発生は、平年（平成11～18年平均）より多く(図１)

越冬菌密度が高かったと推定される。
（２）５月下旬の春型枝病斑（スプリングキャンカー）の発生は、伊達地域でのみ認められ、発生ほ

場割合は前年よりやや低いものの平年（平成11～19年平均）より高く、発病枝率の高いほ場が認
められた(図２)。新梢葉での発生は、一部のほ場で認められた。

（３）向こう１か月の気象予報では、降水量が平年並か多い確率が高く、感染に好適な気象条件であ
ると見込まれる。

図１ 前年秋期（９月）の新梢葉での発生状況 図２ 春型枝病斑の発生状況(平成20年５月)

防除対策
（１）耕種的防除

春型枝病斑は、葉や果実への伝染源となるので、見つけしだいせん除して適切に処分する。
葉や果実における発生部位は、できるだけ早めにせん除する。
果実被害が多い場合には、６月15日ころまでに袋掛けする。

（２）薬剤防除
下記の表からいずれかの薬剤を選択して散布する。発生が多い場合には、亜鉛ボルドー液、アグ

レプト水和剤、バリダシン液剤５、マイコシールのいずれかをを使用する。なお、アグレプト水和
剤、亜鉛ボルドー液は収穫前日数がそれぞれ60日、30日なので、早生種には使用しない。

ただし、アグレプト水和剤、バリダシン液剤５、マイコシールドは、耐性菌が出現しやすいので
注意する。

表 モモせん孔細菌病の主な防除薬剤 （平成20年５月14日現在）

● 情報内容への質問や要望は福島県農業総合センター安全農業推進部 発生予察課（病害虫防除所）までご連絡
ください。 ＴＥＬ ０２４－９５８－１７０９ ＦＡＸ ０２４－９５８－１７２７
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